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帰米二世 との 「国際結婚」

飯 沼 信 子 さん の ライ フ ・ヒス トリー を通 して一

嘉 本 伊 都 子

要　旨

　旧姓長田信子さんは、アメリカ軍に徴兵され極東での勤務を志願 した飯沼星光 さんと渋谷の

富ヶ谷教会で結婚式をあげ、1953年9月 に軍用船で海を渡った。彼女 自身は戦争花嫁だとは

思っていない。なぜな ら星光 さんはアメリカで生 まれた二世ではあるが、幼少期か ら青年期 ま

でを日本で過ごしたいわゆる帰米二世であるか らだ。日本人という同人種ゆえに国際結婚 とは

位置づけていないのである。 しかし、アメリカ国籍 をもつ 日系二世のG・1と 、 日本人女性 と

の結婚は、敗戦後の国際結婚の歴史なかで も重要な位置を占める。飯沼信子 さんのケースを取

り上げることによって、研究上、焦点が当てられてこなかった帰米二世 との 「国際結婚」につ

いて考察していく。

キーワー ド:帰 米二世、国際結婚、戦争花嫁

は じ め に

　飯沼信子 さんは、 「野口英世 の妻』(新 人物往来社、1992)、 『高峰譲吉 とその妻』(新 人物往

来社、1993)、 『長井長義 とテ レーゼー 日本薬学の開祖』(日 本薬学会、2003)、 『野 口英世 とメ

リー ・ダー ジスー 明治 ・大正　偉 人たちの国際結婚』(水 曜社、2007)な ど、明治か ら大正期

にかけて欧米で国際結婚 をした人物 を詳細 に追ったノンフ ィクション作家 であ る。野 口英世 の

遺言の発見 などロサ ンゼルス(以 下船)在 住 ならではの仕事 をし、彼女 自身が戦争花嫁 の時

代 に海 を渡 った花嫁の一人で もあ る。

　旧姓長田信子 さんは、 アメリカ軍に徴兵 され極東での勤務 を志願 した飯沼星光 さん と渋谷 の

富 ヶ谷教会で結婚式 をあげ、1953年9月 に軍用船で海 を渡った。彼女 は自らを戦争花嫁だ とは

思 っていない。なぜ なら夫星光 さんはアメ リカで生 まれた二世ではあるが、幼少期か ら青年期

までを 日本で過 ごしたいわゆる帰米二世であるか らだ。 日本人 とい う同人種 ゆえに国際結婚 と

は位置づけていない。 さりなが ら、アメ リカ国籍 をもつ 日系二世 のG・1と 、 日本 人女性 との

結婚は、敗戦後の国際結婚の歴 史なかでも重要な位置を占める。飯沼信子 さんの ライフ ・ヒス

トリーを通 して、 なぜ 日系二世、特に帰米二世 との 「国際結婚」が戦争花嫁研究 において取

り上げ られることが なかったのか。 さらに、飯沼夫妻が いかに親族ネ ッ トワー ク、 日系 ネ ッ ト



24　 　帰米二世との 「国際結婚」

ワーク、戦争花嫁ネ ッ トワー クに関わ りなが ら適応 していったかを分析す る。

1.写 真花嫁 か ら戦争花嫁 へ

1.研 究の背景

　アメリカは1882年 には中国人の入国を禁 じる中国人排斥法 を、85年 には契約労働者の移民入

国を禁止 した。東洋人に対す る人種差別は、増加する日本人移民に対 して も排斥の矛先が 向け

られた。 日清 ・日露 という二つの戦争に勝 った 日本及び 日本人を、「イエ ロー・ペ リル(黄 禍)」

視する風潮 は強 まっていった。1906年 のサ ンフランシスコ大地震後、サ ンフラ ンシスコ市 内に

通 う日系の学童を東洋人学校へ隔離するという事件がおこる。新たな 日本か らの労働移民 を自

粛するいわゆる 「紳士協約」が 日米政府間で結 ばれたのは大地震か ら2年 後 の1908年 の ことで

あった。

　後述す るように白人 と 「白人が異人種 とラベ リングする人種」 との婚姻 を認 めない異人種 間

婚姻禁止法が多 くの州で制定されていた。 日本人が 「白人」 と結婚することは稀であった。 さ

らに、アメリカへ移民 した日本人男性 にとって同郷にいる 日本 人女性 と写真 を交換 し、 日本で

戸籍へ の届 け出をす ませ、妻 として花嫁のみが渡米す るとい う、いわゆる 「写真花嫁」が結婚

へ のほぼ唯一の手段であった。労働移民の渡米が難 しくなるなかで、紳士協約 において写真花

嫁 の渡米 は禁止の対象外 とされ たため、20世 紀初頭か ら 「日本着」 を きた 日本 人写真花嫁が

続 々 と太平洋 を渡 った。写真花嫁 については多 くの研 究がある(工 藤1983、 真壁1983、 増渕

1986、 柳澤2003、2004ab、2005、2006、2007、2009、 山本茂美2005、 田中景2002、2004、2006

な ど)。 さらに、写真花嫁 と戦争花嫁 の両方を取 り上げる研究 も近年 では、注 目される(島 田

cまカ、、　2009)0

　 1913年 に成立 した カリフォルニアの外国人土地法は 「アメ リカの市民権が なければ」、つ ま

り、帰化するこがで きない日本人(1790年 帰化法)に は、土地の所有、賃借 や譲受に制限 を設

けた。だが、アメ リカは生地主義 の国籍法である。写真花嫁たちが産む子は、 アメリカ生 まれ

アメ リカ育ちの二世 であ り、アメ リカ国籍 を取得で きる。そ こで 日本人移民たちは、二世 の

名義で土地 を借用 した り購入 した。 ところが紳士協約 で 日本人労働 移民 を制限 して も、写真

花嫁たちが 「まるで兎の ように」(飯 野、2000:45)子 どもを産 むだけでな く、 自ら労働者 と

して働 くことに排斥の鉾先が集中す るようになる。1908年 の紳士協約 では許 されていた日本人

花嫁の渡米 も1920年 の淑女協約 により、写真花嫁 としてのビザの発給 は停止 となった。 さらに、

1924年 にいわゆる排 日移民法が成立する。この移民法 に付帯条項 としてつけ られた 「帰化不能

外 国人の入国禁止」条項があった。 日本人 と名指 しされたわけではないが、この移民法 は 「排

日移民法」 と呼ばれ る。それは1922年 のいわゆるオザ ワ判決に よる影響が大 きい。 アメリカの

連邦最高裁は、帰化 を求めた小澤孝雄へ 「日本人 には帰化権 な し」 という判決 を下 したばか り

であった(粂 井、1995)。 この ように、1920年 か ら日本人女性 は花嫁 として渡米す ることは不
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可能 となっただけではなく、 日本か らの移民その ものが禁止 されていった。 アメリカ生れの 日

系二世はアメリカ国籍 を有す る一方で、血統主義 をとる日本で は両親が領事館 に届 け出さえす

れば日本国籍を有す る二重国籍であったことも、 日系人への差別を強め る。1916年 に大 日本帝

国国籍法 を改正 し、重国籍者の国籍離脱 を認める ものの、 日本政府側の努力 もむな しく、 日米

関係は悪化 していった。

　1930年 代半ばか ら教育を 日本で受けさせようと、一世たちの なかには二世 を祖国 日本へ帰 し

た。二世のなかで も、 こうして 日本で教育を受け、再びアメ リカへ帰国 した二世 を帰米、ある

いは帰米二世 とい う。帰米二世の研究は、さほど多 くはない(粂 井、1993、1998、 河野、2005、

2006)O

　 l941年12月 の真珠湾攻撃 による 日米開戦は、多 くの 日本人移民、 日系二世 たちを敵性国民 と

して荒野の なかに建設 された有刺鉄線で囲われた強制収容所 に幽閉 した。 同 じ敵性 国民 とし

て、 イタリア系や ドイツ系の移民が強制収容所へ入れ られることはなか った。異人種、すなわ

ち 「イエ ロー」 とラベ リングされた 日本人、及び、アメリカ国籍 をもつ 日系 人たちでさえも強

制収容所 に入れられたのであ る。人種 の壁 は大 きかったといえよう。

　 強制収容所 に入れ られた 日系二世たちには、アメリカに忠誠 を誓 い米軍へ志願 し、 日系部隊

として ヨー ロッパ戦線 に参加 した もの、 アメリカ人 としての地位向上 をめ ざしたもの、帰米二

世 はその 日本語力が評価 されて 日本軍の暗号解読 に活躍 した り、アメ リカ軍や政府 のために 日

本語教官 となった もの もいた。同 じ二世で も日本で軍国的な教育 を受 けた帰米二世 のなかには、

アメリカに忠誠 を誓 うグループに対 し、反抗的な態度を貫 くもの もいた。 さまざまな立場の 日

系二世たちがいる。 日系二世 といって も、その親がいつ、何歳で渡米 して きたか によって、出

生 コーホー トに30年 近 くのばらつ きがあ り、 どこでいつ育ったかで も境遇は随分 と異 なる。

　狭 く閉ざされた空 間である強制収容所 は、花嫁の供給源を断たれた 日系人たちにとって、期

せず して伴侶 を見つ ける出会いの場になった。アメリカ社会における 日系人の社会的な位置の

変遷 を踏 まえるならば、元敵国の女性 である戦争花嫁 との結婚が合法化 され、海 を越 えてい く

ことが可能になった とい う歴史的事実その ものが、いかに画期的であったかが理解 されよう。

　 アメリカ連邦議会 は1945年12月28日 に公法271(戦 争花嫁法　The　War　Bride　Act)を 採用 した1)。

しか し、1924年 の排 日移民法 によって 「帰化不能外国人」 とされた 日本人花嫁 はその適用外で

あった。1946年6月29日 の公法471号(G・1フ ィアンセ法)2)は 、3ヶ 月間にアメリカ人 と正式

に結婚す るな らば、永住権 を取得で きるとする法律であ り、その期 限は1947年7月1日 まで と

した。 しか しその他 の条項は1924年 の排 日移民法の規 定に従 った。 よって、G・1フ ィア ンセ

法でも日本人花嫁はアメリカへの入国が認め られなかった。

1)1924年 の移民法により各国に課せ られた移民の割 り当て外で第二次世界大戦に従軍 した米国兵士 ・軍属の

　 配偶者(妻 又は夫)及 びその子 どもは、公法271の 成立により、アメリカの入国が認め られるようになった。
2)G・1フ ィアンセ法は、 まだ正式に結婚 していないが米兵士 ・軍属 と結婚予定の ものについて、婚約者の

　 入国を優先的に 「割 り当て内」 ビザ を発給 した。割 り当て人数を越えた場合は非移民 としての三ヶ月間

　 の一次滞在用の訪問ビザ を発給 した。
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　 占領下 の 日本では 日本語ので きる日系二世兵士が多 く駐留 していたに もかかわ らず、同 じ人

種 とはいえ 日本人女性 との婚姻 はアメリカ側に認められていなかったことになる。 この事態の

打開に向けて大 きな役割 を果た したのが、排 日移民法が成立 した5年 後の1929年 に設立 された

Japanese　American　 Citizens　League(日 系 アメリカ人市民連盟、以下JCALと 略す)で ある。 日

系二世の弁護士、マイク ・マサ オカが中心 となったJACLの 反差別委員会 は、私法 によって 日

本人女性の入国を連邦政府 に認め させて きただけでな く、つ いに公法213を 成立 させ た(安 冨、

2003)0

　 45年 の公法271(戦 争花嫁法)が 改正 され、公法213と して1947年7月22日 に 「人種 に関わ り

な く」配偶 者の入 国を認めた。 こ うして米兵士 ・軍属の 日本 人妻及 び婚約者の アメ リカ入国

が認め られたため、公法213は 日本人花嫁法(Japanese　 Brides　Act)と い う別称が ある。だが、

この法律は施行か ら30日 以内に結婚 したケースに限って、その配偶者のアメ リカ入 国を認めた

ため、急いで結婚するカ ップルが続出 した。 なかには必要書類 の取 り寄せな ど、結婚 の準備や

手続 きに時間がかか り、期限に間に合わず、軍の許可 をもらえなかったケース もあった。

　JACLの 機 関誌、　The　Pacific　Citizenの1947年8月30日 付 に よれば、在横 浜米国領事 であるア

レキシス ・ジ ョンソン氏 は、 日本人花嫁法(公 法213)の 有効期 間中(同 年7月22日 ～8月21

日)の30日 間に、「日系人(原 文ではJapanese　Ancestry)597人 、黒人(原 文ではNegro)15人 、

白人(原 文ではWhite)221人 の合計823人 」のG・1か ら日本人女性 との婚姻 申請 を受け付 けた

という3)。そのなかには54人 の沖縄で勤務 している男た ちが含 まれているが、大半が神戸 や横

浜の米国領事館 に届 けられたようだ。 日本人花嫁法は、アメリカ本土の 日系二世たちが活躍 し

て成立 させたが、太平洋の向こう側では、多 くの 日系二世 たちがその語学力 を買われて、 占領

下 日本で活躍 していた。 日本 人花嫁法が効力 をもった期間に申請 された婚姻件数の実 に72%が

日系二世 との婚姻であったことになる。黒人は2%、 白人は26%に す ぎない。 いかに多 くの 日

系G・1が 日本人女性 との結婚を待 ち望んでいたかが うかが える。

2.戦 争 花嫁 研 究 にお ける 日系 二世 と日本 人女性

　 レジナ ・ラー クは、1949年 か ら50年 に 日本 人女性 との結 婚 申請 書 を提 出 した420組 の 申請 を

ラ ンダムサ ンプ リ ング し、 全体 の20パ ー セ ン トに あた る84組 を抽 出 した。 そ の結 果 、42組 が 日

系 人兵 士 、41組 が 非 日系 人兵 士、 残 り一組 が 「American　 racial　stock」 と記 載 され て い た。 つ

ま り、 ラ ンダム サ ンプ リ ング を行 っ て も、 半数 は 日系 二 世 との 婚 姻 で あ った こ と に な る。 と

こ ろが 、 ラー クが イ ンタ ビ ュー した35人 の 男女 の うち、 男性 は9人 が 白人(原 文Caucasians)、

3)The　 Pacific　Citizen1947年8月30日 付 。 レ ジ ナ ・ラ ー ク の 博 士 論 文(1999年)に よ る と、1947年7月22日

　 及 び 同 年8月23日 付 の米 軍 新 聞 『パ シ フ ィ ッ ク ・ス タ ー ズ ＆ ス トラ イ プ ス』(Pacific　Stars　and　Stripes)の

　 記 事 か ら、 公 法213で 示 し た30日 間 の 期 間 中 に831組 が 結 婚 した が 、 そ の 内 訳 は 日系 ア メ リ カ 人 二 世597組 、

　 白 人211組 、 黒 人15組 の カ ップ ル で あ り、whiteと さ れ た 白 人 の カ テ ゴ リー の な か に は 「お そ ら くメ キ シ コ

　 系 ア メ リ カ 人 も含 まれ る 」 と ラー ク は わ ざ わ ざ記 した う え で 、 圧 倒 的 に 日系 人 の 申 込 者 が 多 か っ た こ と

　 を指 摘 して い る(Lafk　 l999:200-201)。 しか し、 こ れ ら の 合 計 は823人 で あ り、831人 に は な ら な い が 、

　 ラー ク は こ の 差 異 につ い て は 言 及 して い な い 。
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2人 の ア フ リ カ系 ア メ リ カ人、 一 人 の二 世 で あ る(Lark,1999:46)。 巻 末 に掲 げ られ た

Interviewsの リス トか ら判 断す る(ち なみに リス トには合計36名 の男女が リス トア ップされて

いる)に 、 日系 の名前はNakamura夫 妻のみで、アル ・ナカムラはハ ワイ生 まれの3世(Lark,

1999:172)と ある。いずれにせ よ、アメ リカ国籍 の夫12人 中、 日系 アメ リカ人男性 は1人 し

か研究対象になっていない。

　 このようにランダムサ ンプリングの結果で半数を占める日系 アメリカ人 と日本人女性 の 「戦

争花嫁」研究 は軽視 されて きた といえ よう。 さらに、戦争花嫁 に関す る書籍が2000年 以 降相次

いで 出版 された。 しか し、JACLが 、戦争花嫁の入国 に関 して活動 を行 ったこ と、 日系人兵士

との結婚が多か ったことに言及はあるが、 日系人男性 と日本人女性 のカ ップルを詳 しく扱 うこ

とはなかった4)。

　 なぜ 日系二世兵士 と日本人女性の婚姻が取 り上げ られて こなかったのであろ うか。 日米双方

の研究者 にとって、 日本側か らすれば 日本人 との結婚は国際結婚ではないとい う意識が強 く、

アメリカ側か らすれば、同 じ人種 同士の婚姻 はインターマ リッジではないとい う意識が働 くか

らだと考 えられる。また、飯沼信子 さん も 「国籍が違 うんだか ら、国際結婚 と言 えば国際結婚

だろうけ ど、そう思 った ことはない し、戦争花嫁 とい う意識 もない」 と述べている。研究者、

当事者 ともに 「戦争花嫁」 とい う意識がないがために日系二世 と海 を越 えた 日本 人女性 の婚姻

へ の研究 は、国籍が同 じで も異人種間の婚姻 を扱 うインターマ リッジ研究か らも、同人種で も

国籍 を異 にする婚姻 であ る国際結婚研 究か らも抜 け落ちていたのである。 さらに、 日系 二世の

なかで も、帰米二世 との 「国際結婚」 を扱 うものは皆無に近い。

3.異 人種間婚姻禁止法

　飯沼信子 さんは、カ リフォルニア生 まれの飯沼星光 さん と1953年 に婚姻 し、渡米す る。結婚

に際 しては、星光 さんの上官の許可が必要であったが同 じ人種 間の婚姻 であったので何 も問題

視 されなか った とい う。

　公法213(日 本人花嫁法)が 制定 されて も、アメリカの家族法 は州の法律 によるため、米国

兵の出身によって は、異人種間婚姻禁止法が制定されていた州出身の白人(White)と 規定 さ

れ る兵士 と日本人女性 との婚姻 は認め られなか った可能性が ある。星光 さんが生 まれたカ リ

フォルニアは、1850年 に異人種 間婚姻禁止法 を制定 した5)。1901年 にカルフ ォルニ ア州法第69

4)植 木 武 編 著 『「戦 争 花 嫁 」 五 十 年 を語 る 草 の 根 の 親 善 大 使 』(2002　 勉 誠 出 版)林 か お り、 田 村 恵 子 、 高

　 津 文 美 子 著 『戦 争 花 嫁 国 境 を 越 え た女 た ちの 半 世 紀 』(2002　 芙 蓉 書 房 出 版)、 林 か お り 『私 は 戦 争 花 嫁

　 で す 　 ア メ リ カ とオ ー ス トラ リ ア で 生 き る 日系 国 際 結 婚 親 睦 会 の 女 た ち』(2005北 國 新 聞 社)、 安 富 成

　 良 ・ス タ ウ ト梅 津 和 子 『ア メ リ カ に 渡 っ た 戦 争 花 嫁 　 日米 国 際 結 婚 の パ イ オ ニ ア の 記 録 』(2005　 明 石 書

　 店)島 田 法 子 編 著 『写 真 花 嫁 ・戦 争 花 嫁 の た ど っ た 道 女 性 移 民 史 の発 掘 』(2009　 明 石 書 店)、Crawford,

　 Miki　Ward,　 Hayashi　 Kaori,and　 Suenaga　 Shizukoノ穡anese　 War　Brides　in　America:An　 Oral　History,(2010

　 Praeger　 Publishers)な ど。 安 冨(2010)論 文 に は、1名 の 日系 二 世 と結 婚 した 日本 人 女 性 の イ ン タ ビ ュ ー

　 と分 析 が 掲 載 され て い る。

5) All marriages of white persons with negroes or mulattoes are declared to be illegal and void. Laws of the 
  state of California Chapt. 140. 1850 Cal. Stat. 206.
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条には、モ ンゴリア ンが加わった6)。日本が敗戦 した当時、異人種 間婚姻禁止法 を制定す るア

メリカの州 は戦前 と変わ らないほど多かった。カリフォルニア州で異人種 間婚姻禁止法が撤廃

されたのは、1948年 のPerez　v　Sharp判 決である。1947年 に"白 人女性"と カテゴライズ された

ヒスパニ ック系の メキシコ系 アメリカ人女性A・ ペ レスと黒人男性S・ デイヴィスは、 カ リフォ

ルニア州のロサ ンゼルス郡役所に婚姻許可を申請 したが、役所 はその婚姻 を、州法第69条 によ

り無効であるとした。そ こで異人種間の婚姻 を禁止す るこの州法その ものが憲法違反だと訴訟

を起 こした。R・ トレイナーが首席判事 を務めるカリフォルニア州最高裁判所法廷は、判事7

人中 トレイナー を含む4人 が、州の禁止法は平等 を定めた憲法修正第14条 に違反 してい るとし

て、ペ レス とデ イヴィスの結婚 を許可す るように命 じたのである(山 田、2006:65)。

　 このカ リフ ォルニア州の判決は、1967年 に異人種間婚姻禁止法が違憲である とした有名なラ

ヴィング判決の19年 も前の ことであった。1958年 ヴァー ジニア州 キャロライン郡セ ン トラル ・

ポイン トにおいて、 白人男性 の夫 リチ ャー ドと混血(ア フリカ系黒人 と先住民の系譜を引 く)

妻 ミル ドレッ ドは、1958年 首都 ワシン トンDCで 挙式 し、 ラヴ ィング夫妻 となった。 ところが、

異人種間婚姻禁止法 に違反 した とされ、有罪判決を受 ける。夫妻 を有罪 とした ヴァー ジニア州

の人種純血保全法の違憲性 を問い、ついに、1967年6月 首席判事 アール ・ウォー レン以下、合

衆国連邦最高裁判事 は全員一致でヴ ァージニア州最高裁の判決 を破棄 して、同州 の人種純血保

全法 を合衆国憲法修正第14条 に対 して違憲であるとした。 この裁判 では全 国黒人向上協会のみ

ならず、JACLも 違憲である とい う考えをサポー トしている。 この判 決以後、1969年 にウエス

トヴァージニア、テキサス、 フロリダ、オクラホマ、 ミズー リが、1970年 にノースカロライナ、

1971年 にジ ョージア、 ルイジアナ、 ミシシッピが、1974年 にデラウェア、ケ ンタッキーの各州

が異人種 間婚姻禁止法 を廃止 していった(山 田、2006)。

　異人種 間婚姻禁止法が廃止 されたのは、州によって タイム ・ラグがあ り、 日本人女性 と白人

の婚姻 は、州によっては1970年 代 まで禁止 されていた可能性が高い。西海岸で も、シア トルが

あるワシン トン州は戦前か ら異人種間婚姻禁止法が制定されていなかった。 カリフォルニア州

は上述 したように1948年 に、オ レゴン州は1951年 に廃止 した。飯沼夫妻は、シア トルに船 で着

くと、その後、星光 さんの姉夫婦 と暮 らすため、イ リノイ州 シカゴへ と向か う。 イリノイ州で

は、1874年 に白人と黒人の婚姻の正当性 を認めない とする異人種間婚姻禁止法 を廃止 している。

よって、飯沼星光 さんの出生地であるカリフォルニア州でも、飯沼夫妻が新婚生活をスター ト

させたイリノイ州で も彼 らが渡米 した1953年 には、異人種間禁止法は両方の地 において廃止 さ

6)No　 license　must　be　issued　authorizing　 the　marriage　 of　a　white　person　with　a　negro,　mulatto,　or　Mongolian"

　 States　of　California　Chapter　 CLV　 II　p　322./69p　 3361901.山 田 史朗 に よれ ば 、1905年 に は 、 中 国 人 と 同

　 じ 「モ ン ゴ リ ア ン」 と して 日系 人 も白 人 との結 婚 が 禁 じ られ る対 象 と され た(山 田 、2006:63)。 しか し、

　 筆 者 が 調 査 した と こ ろ、 カ リフ ォル ニ アで は、1905年 以 前 に モ ン ゴ リア ンの な か に 日本 人 が 含 ま れ て い た

　 可 能性 は 高 い(嘉 本 　 2001)。
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れていたことになる7)。

　写真花嫁か ら戦争花嫁へ という流れのなかで、 もっとも大 きく変化 したの は、 日本人 という

人種が同 じで も、アメ リカ生れの 日系二世はアメリカ国籍 をもつ とい う点 にある。異なる国籍

同士の婚姻 と国際結婚 を定義するな らば、写真花嫁 は日本人同士の婚姻、戦争花嫁の場合、 日

系二世を含む、戦勝 国の国籍 を有す る男性 と日本人女性 の婚姻 とい うことになる。既 に述べた

ように、これ までの戦争花嫁研究では、 日系二世 との婚姻の 占める割合が高い ことが繰 り返 し

言及 されてきたにもかかわ らず、 日系二世 と日本人女性 の婚姻 の研 究は不問 に付 されて きた。

なぜ なら、異 人種間の婚姻 である白人、黒人 との婚姻 よ りも同 じ人種 である 日系二世 との婚姻

は より問題がない とされて きたか らだ。

　 日系人 との婚姻 をも含めてハ ワイにおける戦争花嫁 とその義理の親族 たちの関係 について調

査 したキムラ ・ユキ コの研究 は大変貴重 であろう。戦争花嫁たちの結婚満足度は、 日系人では

ないアメ リカ人 と結婚 した 日本人妻が もっとも高 く、次に 日系人の夫 とヨー ロッパ人の妻であ

り、最 も結婚満足度が低いの は、 日系人 と結婚 した日本人の妻 であった(Kimura,1957)。 同

じ人種、同 じ文化背景 をもつ組合せが、意外に も結婚満足度が低 いとい う結果 になった。その

要因は、複数あると論 じられている。第1に 日本人女性側の親がハ ワイへ移民 した 日系人に対

する偏見が強 く、 日本人女性が 「嫁」 となることを望 まなか った。 さらに、戦後 日本の都市部

で教育 を受 けた 日本人女性 は、 日系一世の期待す るような 「嫁」 ではなかったこと。 また、消

費文化 を身につけ、教養 もある 「嫁」 は、ハ ワイのプランテ0シ ョンで労働 を して きた一世の、

戦前 のお もに農村や地方出身の女性 とは価値感が異なったことな どがあげ られている。残念 な

が ら、キムラと同 じパ ースペクテ ィブで、アメリカ本土の戦争花嫁 との比較 している研究がな

い。収容所生活を経験 した人が少な く、異人種 間婚姻 について も寛大 な規範 をもつハ ワイでの

戦争花嫁の経験が、そのまま本土の戦争花嫁 に当てはまるとは考えに くい。

　 管見 によれば、 日系二世で も飯沼星光 さんの ような、いわゆる帰米二世 の男性 と日本人女性

の婚姻へのアプローチを区別 して考察 した ものはない。それゆえに、飯沼信子 さん と星光 さん

のライフ ・ヒス トリー研究8)は 、戦争花嫁研 究の欠落部分を埋 めることが期待で きる。

皿.結 婚 に い た る ま で

1.実 践女子大学時代

　1932年 静岡県沼津市 に二男四女の末っ子 として生 まれた長田信子 さんは、実践女子大学家政

学部に入学す る。帝 国婦 人協会の会長で もあった初代校長下田歌子 は、明治32(1899)年 に帝

7)大 正10(1921)年 に発行された岡直樹編纂の 『北米の高知縣人』 に 「市俄古に於ける高知縣人」 としてイ

　 リノイ州のメ トロポ リタン ・シティであるシカゴには7名 の高知県人がいたことが紹介されている。その

　 うち一人は白人女性が妻である。
8)2010年8月30日 か ら同年9月10日 までLAの ウエス トヒルズにある飯沼邸に投宿 させていただ きなが ら、

　 聞 き取ったライフ ・ヒス トリー調査に基づいている。
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国婦 人協会附属実践女学校 を設立する。多 くの女子大学がそうであるように、戦後の1949年 に

実践女子大学(国 文、英文、家政の3学 部)、1951年 に実践女子学 園短期大学(家 政科)を 設

立 した。文部科学省の学校基本調査 によると、1955年 の大学進学率は、男子 が13.1%、 女子 は

わずか2.4%で 、女子 の短期大学への進学 も2.6%で ある。おそ らく信子 さんが入学 した1951年

の女子 の大学進学率は、2%前 後であった と考え られる9)。作 家の向田邦子 は、1947年 大学設

立前の実践女子専門学校時代 に国文科 に入学 している。信子 さんも、国文に入 りたかったそ う

だが、実学志向の父親のため家政学部 に入った。

　運命の出会いをもた らす常磐寮(1987年 に老朽化のため解体)で は7～8人 が一部屋 であっ

た。その寮に飯沼星光 さんが、ルーム ・メー トで短大部に在籍 していた綾子 さんを訪ねて きた。

だが、短大部 は試験中で寮に綾子 さんはいない。一方、四年制大学の本科 は試験 が終わ り、寮

にいた信子 さんが 「オール ド ・ミスの寮監さんに、お客様 にお茶 を出 して さしあげなさい」 と

言われ、寮の応接室で星光 さんの接待 をまか された。綾子 さんが なか なか寮へ戻 らないため、

星光 さんか ら 「映画で も見に行 きませ んか?」 と誘 われた。門限までに戻 るこ とを条件に許可

が下 りた。「今で も、 なぜ あの厳 しい寮監 さんが許可 を出 して くれたのか不思議だ」 と信子 さ

んは回想する。

　女子大の寮に、アメリカ軍の制服 を

着 こなした星光 さんは、いやが うえに

も目立つ。軍の規則で、外出す るとき

は常 に軍服 を着用す ることになってい

た。渋谷で どんな映画をみたか覚えて

い ない とい う。そ の当時 のデ ー ト写

真(図1)に は、皇 居 の前 で ドレス

ァップした信子 さんが映っている。そ

の背後に小 さくてわか り辛いが制服 に

キ ャップをかぶ ったG・1の 姿が見える。

　星光 さんは、綾子 さんの兄で同 じ日

系二世の一郎さんに、

図1　 皇居前ヘデートした飯沼信子さん　星光氏撮影　1952年

　　　　　　　　　　日本 に行 くな ら実践女子短期大学にいる妹 に手渡 してほ しい と頼 まれ、

託った もの を渡 しにきたのであった。綾子 さんの兄か らすれば、帰米同士の星光 さん と綾子 さ

んの出会いを作 りたかったのではないか。信子 さんもこの考 えに同意 した。だが、信子 さん と

星光 さんが結婚することになる。和歌山県御坊崎 出身の帰米二世で もある綾子 さんはその後 ど

うなったのか。 カルフォルニア米の国宝 ローズで有名な国府田農場の甥(こ の人は帰米ではな

い)と お見合い結婚 したのだそうだ。国府田敬三郎は福島県磐城郡出身であるlo)。

9)　 国 立 社 会 保 障 ・人 口 問 題 研 究 所 ホ ー ム ・ペ ー ジ 『人 口 統 計 資 料 集 』2011年 版 よ り、 教 育 「表11-3性

　 別 高 等 学 校 ・大 学 へ の 進 学 率:1950～2010年 」 参 照 。http://www.ipss.go.jp/syoushika/tohkei/Popular/

　 Popular2011.asp?chap=0　 2011年3月30日 閲 覧 。

10)国 府 田 農 場 の ホ ー ム ・ペ ー ジhttp://www.kodafarms.com/2010年9月10日 閲 覧 。
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　 日本人の花嫁 は、 日系一世の親か らは歓迎 された と思 うと話す。だが、信子 さんの場合、婚

姻 時、星光 さんの母親 は 日本 にお り、父親 はす でに他 界 していた。 アメ リカで は飯沼 家の

「嫁」 とい う立場 ではなかった。 日系社会の なかで も成功 をお さめた人々は子 どもたちに、戦

略的な結婚 をすすめていた可能性 もある。国宝 ローズで有名な国府田農場 の甥 とお見合い結婚

した帰米二世の綾子 さんの例がそれにあてはまるのではないだろうか。

　写真花嫁の時代 には、先に移民 した日本人男性が、同郷の女性 と写真 を交換 した。星光 さん

は高知出身の 日本人移民で、アメリカ生 まれの帰米二世である。高知で教育 を受 けたにもかか

わ らず、静岡の沼津市 出身の信子 さんと結婚 した。綾子 さんも和歌山出身の人ではな く、福 島

出身の人 と結婚 した。 この ように戦前の写真花嫁 と戦後の 「戦争花嫁」 を比較する と、通婚圏

が同郷であるか どうかにこだわ らな くなった といえよう。同郷 との縁 が20年 に及んで断ち切 ら

れた 日系 人たちにとって、同郷の 「郷」の意味は、出身村や町か ら拡大 し、 日本 とい う国へ拡

大 していったのではないだろ うか。

2.「 どこの馬の骨」の重要性

　1952年 長田信子 さんは実践女子大学の2年 生 として在学 中であったが、大学の卒業 を待 たず

に翌53年 には渡米する。卒業生 とは扱 われないために実践女子大学 との縁が切れているが、母

校でいつか講演 を したい と考えている。

　最初の出会いか ら1年 で信子 さん21歳 、星光 さん26歳 の とき結婚す ることになる。1954年 の

ス トラウス論文によれば、 白人男性 と日本人女性の戦争花嫁の婚姻 は、最初の出会いか ら結婚

まで、平均 して1年 と半年であ り、婚姻年齢 は夫が24歳 、妻のほ とんどが21歳 で、数人24歳 で

結婚 をしている。 さらに、小 さな町あるいは都市部出身の 日本人女性が多 く、親元か ら離れて

暮 らしてお り、親 に依存す る気持 ちの ない、精神的 に自立 した女性 が多 く、 その証左 として

アメ リカか ら仕送 りの必要な 日本人女性 はいなか ったことがあげ られている(Strauss　 1954;

100)。 飯沼夫妻 はス トラウス論文が扱った戦争花嫁の夫婦の平均像 に極めて近 い。

　 星光 さんが信子 さんの父 に会 うこ とになった際、「G・1の制服 を着て こないでほ しい」 と言

われたそ うだ。父は娘が、派手 な服 を着てG・1と 腕 を組 んで闊歩す るパ ンパ ンガール(米 兵相

手の 日本人売春婦の蔑称)の ように米兵に嫁 ぐのだ とい うような誤解 をされた くなかった。戦

前 にアメリカに渡 った移民の子孫な ど、貧 しいゆえに渡ったという偏見 を持 っていた父は、 ど

この馬の骨がわか らない男 に娘 を嫁がせてたまるか と警戒 していたようだ。 ところが、星光 さ

んの親族 は江戸時代の高知城下の地図に居住空 間が特定で きるほ どの家柄であった。「どこの

馬の骨 どころか、こち らが馬の骨 ぐらいな もので」 と信子 さんは笑 う。

　 星光さんの父の妹が 目黒 に住 んでいて、 この田中の叔母 さんが信子 さんの父 に会いに行 く。

この目黒の田中の叔母 さんと父は意気投合 した。 さらに信子 さんの父は、四国か ら沼津 に挨拶

に きた星光 さんの母 と会 う。土佐 の家老の娘であ り、神戸女学院 を中退 して高知女学校 に通っ

た母 はとて も上品な人であった という。星光さんの父、飯沼直亥はアメ リカか ら高知へ帰 ると



32　 　帰米二世との 「国際結婚」

女学校の門のそばにたって、一番美人を選んだ とい うエピソー ドを星光 さんはとて も楽 しそ う

に話す。その母の母、す なわち星光 さんか らすれば祖母の鴨下鹿衛は上野の音楽学校 に通い、

山田耕作 とも親交があった という。星光 さんの母方祖父は、大阪商船 の船長を していた。飯沼

家 は二代 にわた り、女学校出身、女子大出身の嫁 を見つけることに成功 している。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　もとい

　一方、星光 さんの祖父飯沼基氏 は、山内家 につかえた武家の飯沼家に養子 として入った。明

治維新後、基 は何を思ったのかキ リス ト教に帰依 し、牧師になった。飯沼家 というのは、父方

をみて も母方をみて も西洋 に対 して開かれている家だったのではないだろうか。飯沼家唯一の

男子である父直亥はアメリカで苦労 して薬学 をおさめ、直亥の姉妹たちのなかには、東京女子

高等師範学校(現 在 のお茶の水女子大学)を 卒業後、教員になった女性、1917年(大 正6年)

に財団法人として創設 された理化学研究所 に勤めていた女性 など才媛ぞろいである。

　 戦争花嫁の時代になると、 自由恋愛 による結婚であ り、写真花嫁の時代の ように、会ったこ

ともない相手 との結婚ではない ところに大 きな差がある。同郷出身者か ら写真花嫁が選ばれた

理由は、身元がわかっているということが花嫁、花婿双方に とって信頼性の担保であった と考

え られる。「馬の骨」 と謙遜す るが、印刷会社 を成功 させた父親 をもつ信子 さんの場合 も、娘

の結婚相手にはそれな りの家柄 を重視 した。星光 さんの父親が後述す るようにアメ リカで大学

を卒業 し、薬局 を経営 して成功 を収めていたことも、「貧 しい移民」 イメー ジを覆 したであろ

う。一方、星光さんの場合 も、信子 さんがその当時の女子大 に娘 を行かせ ることので きる家庭

であった ことは結婚へ踏み切 る要因であった と思われる。 自由恋愛であるにせ よ、信子 さんも

星光 さん も、制度的家族の基盤である 「家格」 にこだわったのではないだろうか。

　 信子 さんは、実践女子大学在学中、当時の大卒サ ラリーマ ンの月給が8000円 か ら1万 円の と

ころ、1万2千 円の仕送 りを してもらっていたという。沼津で印刷所(図2)を 営む信子 さん

の父は、先見の明のある人であった。戦時中は軍部 など政府 の印刷物 を引 き受けることとひき

かえに、機械 を沼津か ら板妻の兵舎へ 「疎開」 させた。半年後、沼津が空襲で焼 けた ときも、

機械 は無事であった。東京や大阪 も空襲で焼 け野原 になるなか、戦後、す ぐに印刷業務 に復帰

し、沼津一 となった。「御殿場 出身の父は中学 を卒業 しているわけではないが、父は偉 いと思

う」 と尊敬 している。

　信子 さんは、二男四女のなかの末っ子である(図3)。 長兄喜和氏 は、商売 を継 ぐこ とが運

命づ けられていたため沼津の商業高校へ行 く。次兄進氏は、兄が印刷所 の跡取 りになることが

わかっていたので、戦前 は満洲へ行 くことを希望 したことがある。だが、胸の レン トゲ ンに白

い影があったため、大陸行 きは断念せ ざるを得なかったらしい。長田家 は、飯沼家の ように教

育熱心だったのか と聞 くと、違 うとい う。確かに、家業 を継がせ る男兄弟は商業高校 を出てい

るだけで、大学へ は進学 していない。だが、娘たちはや りたい ことを優先 している。信子 さん

が 「行 きたい」 といえば、父は 「うん」というだけだった とい う。

　信子 さんよりも一回 り上の長女、秀子姉 さんが信子 さんに与 えた影響 は大 きい と思われる。

戦前に 日本画 を学ぶため、東京は杉並 の女子美(女 子美術専 門学校、現在女子美術大学)へ
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通った秀子姉 さんは1940年 ごろ、8歳 の信子 さんを東京見物 に連 れてい って くれた。 日本橋 三

越のエ レベー ター と、上野の博物館でみた ミイラが幼い信子 さんに強烈な印象 を残 した ようだ。

厂ふ うん。人間って死ぬ とこんなふ うになるんだ」 と8歳 の少女 は初 めて見 る ミイラを物怖 じ

一つせず見つめた。「三 ッ矢サ イダーあげ るか ら」の一言で、信子 さんはよ く秀子姉 さんの 日

本画のモデルをや らされた という。

　次女の千恵子姉 さんは体が弱 く、結核 になった とき、明治29(1896)年 神奈川県平塚市 に設

立 した結核療養所 に、父は娘 を入れ る。大部屋ではな く、一・軒家の療養所 に入れた とい う。三

女の静江姉 さん と相談 して、千恵子姉 さんにテ レビを買ってあげ ようとい うこ とにな り、 ア

メリカか ら150ド ル もの大金 を送金 してい る。 ちなみに信子 さんが アメ リカに渡 った1953年 は、

NHKが 放送を開始 した年で あ り、テ レビの普及率は0.02%で あ る。 シャープの国産第一号 テ

レビは、17万5千 円であったll)。1ド ル360円 の時代 に、大卒サ ラリーマ ンの半年分の給 料 に

匹敵す る5万4千 円の送金である。

　1950年 ごろ、信子 さんの高校 の修学旅行は奈良 ・京都だった。沼津駅 につ くと日産の後 ろに

荷台がついている車で兄 たちが迎 えに来て くれた とい う。1950年 代 に、姉妹でテ レビ1台 を買

うぐらい、なんで もない家 なのではあろう。三女の静江姉 さんは、静 岡の薬学専 門学校へ行 き

たかった ようだが、父が反対 し、 ドレスメーカーへ行って洋裁 を学ぶこ とになる。 自分が幼 く

なければ、静江姉 さんの薬専行 きをサポー トで きたのに と、信子 さんは父 を説得で きなかった

ことを今で も悔 しが る。長田家では、娘たち も自己主張で きる環境 であった。だが、希望の国

文ではな く家政な ど、父が最終決定 をし、娘 たちはそれに従っている。

　 この姉妹は 「一生サ ラリーマ ンの妻 じゃねえ」 とお互い独 身時代 に言い合っていた。つ ま り、

彼女たちに とってたんなるサ ラリーマ ンの妻 になることは憧 れではなかった。30人 の従業員 と

2人 の女中を抱 え、印刷業 を切 り盛 りす る長 田家は、一般のサ ラリーマ ンよ りはるかに稼 ぎが

よかったと思われる。娘 たちが結婚 した後 も、父は新居 を娘夫婦のために、 自分 の家の近 くに

建設 し住 まわせた。戦時中に信子 さんがおねだ りを して、天体望遠鏡 を買 って もらった という

エピソー ドか らもわかる ように、何不 自由のない生活 をしていた。実践女子大学在学中 も、 よ

く歌舞伎 を見た り、高野フルー ツ ・パーラーでお茶 をしたそ うだ。バナナが風邪 をこ じらした

ときにしか食べ られなかった時代 にである。

　信子 さんは、結婚の支度金 として父か ら20万 円 もらったとい う。新卒サ ラ リーマ ンの年収 を

はるかに上回る額である。洋装 などアメリカでの必要 なものはすべて東京 のデパー トでそろえ

た。そのときあつ らえた訪 問着は、星光 さんのベ ッ ド・カヴァーになっている。

　結婚式 は渋谷の富 ヶ谷教会で挙行 した。教会での式 には、駒込で洋裁店 を していた星光 さん

の従姉妹 に ドレスをつ くって もらった。その とき、 日系二世の ブレッ ド・クシダさん(帰 米で

11)下 川耿史編 家庭総合研究会編　2001『 昭和 ・平成家庭史年表　増補版　 1926-2000』 河出書房新社。同

　 書によれば、1953年 の 「大卒の初任給が8000円 余の ところ、アメリカ製の21イ ンチ白黒テ レビ受像機が25
　 万5000円 。庶民は街頭テレビに釘付けに」(241頁)と ある。
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はない)が 星光 さんのベス ト ・メ ン(結 婚式の立会人で花婿側 の代表)を つ とめ、その2～3

週間後に クシダさんの結婚式では星光 さんがベス ト・メンをつ とめた。その夫婦 はサ クラメ ン

トでいまも健在 だとい う。東横百貨店の地下で レセプシ ョン(披 露宴)を した。後に船 で 「あ

なた、渋谷の教会で結婚式あげた飯沼 さん?」 と声 をかけ られたそうだ。その人は信子 さんの

結婚式の クワイヤー(合 唱隊)の 一人であった という。40年 ぶ りに声 をかけて きたその人は現

在、信子 さんの近所 に暮 らしている。 日系二世の兵士 と結婚す る日本人女性 は、 よほど印象的

だったのであろう。

　1953年 に、GHQに 申請 し、アメ リカ人配偶者の所属す る隊長 に挨拶 を した。 日系二世 と日

本人とい うことで祝福 して くれ、届出にサインをして くれた。 だが、2年 前 ぐらい までは戦争

花嫁 としてのアメ リカ渡航 は大変であった とい う。1947年 の 日本 人花嫁法(公 法213)は 施行

か ら30日 以内に結婚 したものが対象になるなど、1952年 のマ ッカラン=ウ ォル ター法の制定 ま

では 日本人花嫁の渡米許可は厳 しい状態が続いたことを示す。1953年 渡米の信子 さんは、その

点で も困難 な目にはあっていない。ただ、軍 にとって歓迎 されない組合せの カップルに関 して

は、夫 を最前線に送 り込 むな どされた ようだと信子 さんはいう。

3.帰 米二世の夫

　飯沼星光 さんの父、直亥氏が1921(大 正10)年 にサ ンフラ ンシスコで発行 された 『北米の高

知縣人』 に載 っている。

飯沼直亥　明治四十年六月の渡米にして間 もな く南加 に赴 き南加大学出身の公認薬剤士 とし

て 目下桜府 に在 り昨年十二月一時帰国 し去 る九月婦人同伴再渡米

飯沼直亥氏高知市本與力町　妻絹子(旧 姓鴨下)土 佐郡小高村　1223Third　 St.,　Sacramento,

CaL(『 北米の高知縣人』257頁 、374頁 より)

　 1907年 に渡米 して南 カリフォルニア大学で薬学 を修め、1921年 にはサ クラメン トにいた よう

だ。父は 日露戦争後、徴兵に取 られるのが嫌だったことが渡米の理 由だ と星光 さんは語って く

れた。飯沼邸の廊下 には、直亥氏の卒業証書 と東洋系の男性が9人 、大学 の卒業式 に身につ け

るガウンに帽子姿 で撮影された写真があ り、その隣にはカリフォルニア州か ら1919年 に薬剤士

としての免許が交付 された証書が飾 ってあ る。

　1920年 に写真花嫁への旅券が発給停止になる。おそ らくその事情がわかっていたのであろう。

発給停止前に、写真ではな く自ら一時帰国 して、妻同伴で再渡米 したもの と思われる。薬剤士

として働 くことは、直亥氏 自らが往復の旅費を負担 し、 さらに、妻の渡米費用 を工面するこ と

を可能に した。 日本人移民男性で、写真花嫁の渡航費を出せ る人はまだ ましであ り、直亥氏の

ように日本へ帰国 して伴侶 を見つけることがで きたのは、ご く少数 に過 ぎない。多 くはブラン

ケ ッ ト組 と呼ばれ、季節労働者の ように農場か ら農場、土木工事 の現場か ら現場へ と渡 り歩 く
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生活を していた。それでは、花嫁 を迎える貯金 も溜 まることな く、チ ャイナ ・タウ ンの南京町

で博打 と酒に消 えていった。

　飯沼星光 さんは、1926年 に堕 の リ トル ・トーキ ョーで薬局 を経営す る父飯沼直亥 と母絹代

の間に長男 として生 まれた。父直亥、母絹代、母の妹茂子、星光の姉桂子、星光 さんが3歳 ぐ

らいであ ろうか、1930年 ごろの写真 が残 っている(図4)。 飯沼家 は女系 の家系 で、大望の男

の子であった。 クリスチ ャンであ る祖父が聖書の一部か らとって星光 と命名 した。 まだ星光 さ

んは幼い頃、母 とともに 日本で教育を受けるために高知へ帰 った。その後、一家全員が帰国 し、

高知のは りまや橋の近 くで薬局 を営 んだ。

　幼少期か ら現在の大阪府立大学の前身であ る官立大阪工業専門学校機械科 に入学するため高

知を離れるまで、星光 さんは南国土佐の空気で育つ。敗戦後、敷島紡績 に就職 しようとしたが

戦争で工場はつぶれていた。 そこで、 アメリカへ帰国(二 世 にとってはアメリカが帰 る場所で

ある)し 、東京銀行(現 在のユニオ ン ・バ ンク)に 勤 めた遠縁の兄貴の紹介 で、サ ンフラ ンシ

ス コの土建業を している金持 ちの白人の家でスクール ・ボーイをした。紹介 して くれた親戚の

家か ら歩 いて10分 ぐらいの ところにあったその家 は、コ ンク リー トの5階 建 で、3階 は客室、

4階 はパ ーテ ィがで きるようになっていた。ス クール ・ボーイの仕事 は朝6時 に地下の 自分の

部屋か らご主人のベ ッ ド ・ルームへ ゆで卵 をもって行 くことと、 ガレージの車 を磨 くこと。磨

くといっても、現場 にい くと車が泥で汚れるのでそれを払 う程度だ という。 クック(料 理)を

する人は 日系 人で はないが、掃除のおばさんは日本人であった。 ゴールデ ン ・ゲー トブ リッジ

の北側にある別荘 にも日本人の庭師 とおばさんが働いていた。

　1949年 にカリフォルニア大学バー クレー校への合格通知が来 た翌 日に徴兵 にあった。ニュー

ジャージーへ訓練のために行 くが、バ スはまだ後方 に黒人専用の座席が設 けられていた時代で

あ る。 日本人は どこに座った らいいか と聞いた ら、「真 ん中に座 れば?」 と冗談 を言 われた ら

しい。 トイ レも黒人専用 と白人専用が別れていたが、 日系人は白人 と同 じ トイレを使 った とい

う。そこで、部隊への配属 など希望 を聞かれた。二世のなかで も日本語 を完全に操 ることので

きる星光 さんは、 日本語 の教官 を勧め られた。 しか し、それでは一生軍隊生活か ら抜 けられな

い と思い、あえて朝鮮 戦争が勃発 した極東 を希望 した。 もしかす る と、 日本へ行けるか もしれ

ない と考 えたか らだ。

　幼い頃、一緒 に遊 んでいた母方のい とこ半がインテリジェ ント ・オフィス(情 報部)に いた

ので、なんとか して くれ と手紙 を書 いた。12月 に1500人 を乗せた船で 出発 し、か な り船 はゆれ

た。空気が澄 んでいて富士 山が見 えた。 日本へ着 くな り、 自分 だけ、朝霞12)の キ ャンプへ 送

られ、通信部隊に配属 された。 もしその まま釜山に送 られていた ら、部隊 ごと全滅 していた と

い う。

　 サ ンフランシスコでスクール ・ボーイの口を紹介 して くれたの も、命の恩人 も、皆、親戚で

12)埼 玉 県 朝 霞 市 に キ ャ ンプ ・ ドレイ ク(Camp　 Drake)が あ り、 ア メ リカ 陸 軍 第8軍 団 が 駐 屯 して い た 。
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ある。その親戚の一人に偶然、筆者 は会っていたことが判明 した。戦争花嫁 につ いて著書が あ

る林かお りさんの紹介で、サ ンフランシス コのThe　Japanese　American　 National　Library(日 米

史料館)の 主、 岡省三氏に面会 した。改めてアポイ ントメン トを取 り直 し会 うことになってい

た日の朝、岡氏が急逝 した とい う連絡があった。 この話 をすると、それは省三 さんだ といこ と

になった。岡家は飯沼家 と親族であ り、社会主義者 として警察か らマー クされていた岡兄弟の

兄、繁樹(1878-1959年)氏 が シカゴの飯沼夫妻の家に泊 まった。早朝、キ ッチ ンのテーブル

に5ド ルを置 き、フロリダに取材 に行 くために繁樹氏 は静かに出て行 ったエ ピソー ドを語って

くれたことか ら、つ なが りがわかったのである。 ちなみに、飯沼直亥氏が記載 されている 『北

米の高知縣人』 は、岡兄弟の直樹氏が編纂 している。繁樹、直樹、省三は岡三兄弟である。

　 岡繁樹 は、サ ンフランシス コに金門印刷所 を開 き、戦問期 においては、 イン ドで 日本兵 に対

する投降の ビラを考案 し、金門印刷所の印字で印刷 した。 また、社会主義運動 を支援 したこと

で も知 られる。弟の直樹氏が塩 田庄兵衛、藤原彰 らと編纂 している 「祖 国を敵 として』13)があ

る。第二次世界大戦で、岡繁樹氏が示 した行動は祖国 日本を敵に したようにみ えるが、 日本 を

愛す るがゆえにとった行動であることが表明 されている。

図2　 静岡県沼津市の飯沼(旧 姓長田)
　 信子さんの実家兼印刷会社

図3　 長田家　母たけ、父与作、長女秀子、長男喜和、

　 次男進、次女千恵子、四女信子、三女静江1936年 頃

13)宮 本 正 男 編 『日本 平 和 論 体 系(17)長 谷 川 テ ル 作 品 集』(1994年 、[11本 図 書 セ ン ター)に 『祖 国 を 敵 に し

　 　て」 が 収 録 さ れ て い る。 岡 繁 樹 研 究 と して は 、 加 藤 哲 郎(2004)「 反 骨 の 在 米 ジ ャー ナ リ ス ト岡 繁 樹 の

　 1936年 来 日 と偽 装 転 向 」 『イ ン テ リ ジェ ンス 』4(20世 紀 メデ ィ ア研 究 所)が あ る 。
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図4　 星 光 さん の 父 飯 沼 直 亥 、 時 計 回 り に、 母 絹 代 、 星 光 、 姉 桂 子 、 母 の 妹 茂 子 。LAに て1930年 ご ろ か。

図5 シカゴの中根献二邸 で行われたクリスマス ・パーティ 1955年 ご ろ

図6　 ロサ ン ジ ェル ス に て　 飯 沼 信 子 ・星 光 夫 妻 と長 女 グ レー ス(直 美)、 長 男 ア ー サ ー(直)1960年 ご ろ
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皿.シ カ ゴ時 代

1.軍 用船の中

　横浜港か らシア トルへ向 う軍用船は約2週 間かか り、約30名 の花嫁がいた。昼 間は甲板でハ

ズバ ン ドと一緒 にあ るいは家族団 らん を過 ごす。夜は、女性 は女性部屋、男性 は男性 の部屋で

就寝 した。軍人 としての階級によって船室のランクが分かれていた。2～3カ ップルは黒人 と

日本人女性 のカップル、二世 と結婚 したのは信子 さん一人で、残 りは白人 との結婚であったと

い う。 日系二世 との婚姻 は、サ ンフランシス コ講和条約発効前 と後 では、戦争花嫁全体 にしめ

る割合に大 きな変化があった とも考えられる。

　サージャン(軍 曹)の ジ ョンソンは、三沢基地で水商売の女性 と知 り合 う。ヘ ンリー君 とい

う2つ になる息子がいた。除隊後 は、故郷 ミシガンで タクシー ・ドライバーになるとのことで

あった。信子さんは、結婚相手が タクシー ・ドライバーなのに、 なぜ結婚するのだうか と驚い

た。

　 ジョンソンの出身地が ミシガン州であったかの記憶は曖昧な ようであった。 田部俊子 は、 ミ

シガン州デ トロイ ト市で、1946か ら55年 の10年 間に結婚 した90組 の戦争花嫁 カ ップルについて

調査 を行 っている。61組 は白人、27組 は黒人が夫であ り、 日系人 については述べ られていない。

夫の職業 は30%が 軍人で、5人 は技術者、3人 は学生、4人 は経営者で4%は 失業中であった。

残 りの ものは、工場 で不熟練動労者、熟練工、事務員 などであった。大半の妻 は夫の職業 に満

足 してお り、ほ とん どのケースにおいて夫 も妻 も将来 に学問 を身につける計画は全然 なか った

と述べている(田 部、1962:100-102)。 「一生サ ラリーマ ンの妻 じゃねえ」 と、サ ラリーマ ン

に嫁 ぐことす ら論外 の信子 さんに とって、タクシー ・ドライバ ーの妻になることは想像 できな

いほどの 「お嬢様」 であった。夫が大学に行 くことは当然だ と信子 さんは考えていた。敗戦後、

車 を買 うだけで も大変 な日本社会 にあって、実家に車があった信子 さんがアメ リカに適応で き

たのであろうか。

　花嫁たちの出身地 は北海道札幌や、東北の米軍基地周辺出身の女性が多かったとい う。 メイ

ン州へ嫁 ぐ女性 は、水道はな く井戸水であるとい う。30人 も花嫁がいると、 自然 とボスがで き

た。28、9歳 の言葉遣 いの荒い女性で、ハズバ ン ドは年下の22歳 ぐらいであった という。素敵

なブラウスは、 アメ リカか ら送 られてきたものらしい。 ただ、言葉遣いがいかにも阿婆擦 れで、

星光 さんは、彼女 とあ まり親 しくしてはいけない と信子 さんにア ドバ イス したほどであ った。

当時21歳 の信子 さんは、船の中では最年少の花嫁だった。

2.シ カゴの日系社会

　 『シカゴ日系百年史』の著者で もあ る伊藤一男氏は1986年 に次のように述べ ている。
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　 シカゴの 日系社会 を分析す ると戦前派一世、帰米二世、 日本 をあ ま り知 らない純二世、三

世 らのほかに戦後派一世の集団が共存 している。古 くは戦後 間 もな くの難民救済、親族呼寄

せな どで当初か らアメリカの法令にのっとって移住 した人々、いわゆる戦争花嫁 と して定着

した 日本人女性、あるいは一般の国際結婚で移住 した 日本人、 さらに学者、研究者、留学生、

商社員 らで中途 に永住 ビザを取得 して居 をここに移 した もの、入 国ビザ に違反 してなお住み

ついているニ ッポ ン人 など様 々である。

　これ らの戦後派の 日本人はシカゴとその周辺に四千人前後居住 している とみ られ、 この う

ち戦争花嫁 を含む国際結婚組 は二千人位だろ うという。 これ らの人 々は在来の 日系 コミュニ

ティとはほ とん ど交わ らず に生 きているともいえる。 といって全 く無縁で生 きているのでは

な く様 々なかかわ りあいがあ る。(『シカゴ日系百年史』の付録、1986;11-12)

　 果たして戦後派の移民は、既存の日系 コ ミュニテ ィとは交わ らず生 きて きたのであろうか。

全 く無縁で生 きているのではない とした ら、 どの ようなかかわ りがあったのであろ うか。

　前述のス トラウスは、彼が所属 していたシカゴ大学、ならびに家族研究 セ ンター と人種 間関

係 センターの協力の もと、1950年 代 なか ばにシカゴに暮 らす30人 の 白人の夫 と、15人 の 日本 人

妻、 さらに何人かのNisei-war-Bride'(二 世戦争花嫁)と`Negro-war--Bride'(黒 人戦争花嫁)

に もインタビュー している(Strauss,1954)。 おそ らく、 これ らの表記 は二世の 日系男性及 び

黒人男性 と結婚 した戦争花嫁 を指 していると思われるが、論文で扱われてい る大半が 白人男性

と日本人女性の婚姻であ り、その研究課題であるス トレスと調和 について、 白人男性 と日本 人

女性 のカ ップルと、 日系二世や黒 人男性が配偶者の場合 との比較 は検討 されていない。戦争花

嫁の クラブとい う戦争花嫁の ネッ トワークには言及があるが、 日系社 会 との関係 は明確 にされ

いない。

　 また、『シカゴ 日系百年 史』が 出版 された1986年 ごろ、戦争花嫁 を含 む国際結婚組が2000人

程度 とある。 しか し、1955年 ごろChicago　Resettlers　Committee14)は2000か ら2500人 の戦争花

嫁が シカゴ地域 に暮 らしてい るとい う見積 もりをしてい る(Schnepp＆Yui,1955;48)15)。 こ

の ように戦争花嫁の正確 な人数 を掴 むことはシカゴだけに限定 して も難 しい。 また、 日系移民

史においても戦争花嫁や戦後 の国際結婚は除外 される傾向がある。

14)1946年8月 に 発 足 し た 。JACLや,　 Japanese　 Mutual　 Aid　Society,さ ら に はChicago　 Japanese　 American

　 Counci1な ど と と も に 日系 コ ミ ュ ニ テ ィの 再 建 と収 容 所 か ら新 し く シ カ ゴ に くる 日系 移 民 の 定 着 を 図 っ

　 た 。 現 在 はThe　 Japanese　 American　 Service　 Committee(JASC)と 名 称 を 変 え て い る 。　http://www.jasc-

　 chicago.org/index.htm12010年10月 閲 覧 。

15)1955年 の研 究 で は 、 セ ン トル イ ス 地 域15組 と シ カ ゴ地 域 の5組 、 計20組 に イ ン タ ビ ュ ー を して い る 。 し

　 か し なが ら、 シ カ ゴ地 域 の5組 につ い て 特 に詳 細 な 記 述 も分 析 もな い。
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3.親 族 ネ ッ トワ ー ク ・日系 人 ネ ッ トワ ー ク ・戦 争花 嫁 ネ ッ トワー ク

3.1.親 族 ネ ッ トワー ク

　1953年 軍用船で シア トルにつ くと、星光 さんの姉夫婦の暮 らす シカゴに向 う。星光 さん とそ

の姉 もアメリカ生 まれではあるが、一家が 日本へ移住 したため 日本で育 った。姉はその後、高

知出身の移民男性 に嫁いだ。信子 さんか らする とシカゴの義理 の姉夫婦 は、比較的大 きな家を

借 りていた。そ こで家賃 を姉夫婦 と折半 しなが らアメ リカ生活をスター トさせ ることがで きた。

この義理のお姉 さんは大変 よくして くれた と信子 さんはい う。

　戦争花嫁の時代、 日系二世 と結婚 した 日本 人花嫁のなかには、ア メリカヘ ー世 として海を

渡った舅、写真花嫁 として渡米 したであろう姑がいた。 さらに、夫 の兄弟姉妹がいる。その親

族ネ ッ トワークをどう生か したのか、今後の研究の余地がある。

3.2.日 系人ネッ トワーク

　1922年 の外務省が行 った調査 によれば、 シカゴの在留邦人数 は1945名 であった(『 シカゴ日

系百年 史』;117)。 真珠湾攻撃の後、 フラ ンクリン ・ルーズベ ル ト大統領 に よって署名 された

1942年2月 の大統領行政命令9066に より、 日系人が強制収用所へ幽閉 され る。 ところが、戦争

が進展するにつれ、収容キ ャンプで 日系人を徒食 させているとい う批難が高 まり、1943年5月

には、収容所か らの出所 を許 した。戦時中、多 くの黒人が、労働力不足解消のためにシカゴへ

移動 させ られた ように、 日系人の収容所か ら何人か シカゴへ移住 している。そのなかに、ムー

ディ日本人基督教会の葛原定一、千秋親子がいた。葛原千秋牧 師にはお世話になった と信子 さ

んは懐か しが る。飯沼夫妻が新天地 シカゴにおいて、親族 ネッ トワー クと、戦前か らあった 日

系人社会、 さらには、領事館 に勤務 していた方の善意により戦争花嫁のネ ッ トワー クという構

造の中で定着 していった。

　夫星光 さんはメソジス ト派の クリスチャンであるが、初代北米 ホー リネス教会監督の葛原定

市の息子、葛原千秋牧 師が中心 となったシカゴのホー リネス教会へ 日曜 日には通 った。 そこで

は、 日系移民の一世、二世が 日曜学校 を運営 し、英語 と日本語で授業が行われた とい う。 シカ

ゴの レー クサ イ ド教会のホーム ・ページには、アマチと呼ばれていた コロラ ドにあ るグラナ ダ

強制収容所か ら1943年 に葛原定市が移住 し、布教活動 をした ことが紹介 されている16)。写真花

嫁 も、宗教の違いこそあれ、信心深い人が多い。幾多の苦難 を乗 り越えるための精神 的支柱 だ

けでな く、 コ ミュニテ ィやネ ッ トワークを維持 してい くに も教会や寺が重要な役割 を果 た して

いた。

　1954年 と翌55年 に、長女(直 美、 グレース)、 長男(直 、 アーサー)を もうけた。お産は 日

16)Lakeside　 Church　 of　Chicagoの ホ ー ム ・ペ ー ジ参 照 。

　 http://www.1akesidechurchofchicago.org/japanese-speaking-division/(2011年3月3日 ア ク セ ス)

　 　 な お 、 北 米 ホ ー リ ネ ス教 団 の 歴 史 に つ い て は 、 オ レ ン ジ郡 キ リス ト教 会 杉 村 宰 牧 師 が 執 筆 して お られ

　 る 「東 洋 宣 教 会 ・北 米 ホ ー リ ネ ス教 団 の 歴 史」(ホ ー リ ネ ス教 団 機 関 紙 『靈 聲 れ いせ い 』)シ リー ズ を参

　 考 に した 。 北 米 ホ ー リ ネ ス 教 団 ホ ー ム ・ペ ー ジhttp://www.omsholiness.org/japanese/reisei/index.cgi　 　(
2011年3月3日 ア ク セ ス)
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本語のできる 日系二世の井上 とい うお医者 さんにみてもらっていたので、困ることはなかった。

3.3.戦 争花嫁 ネ ッ トワーク

　 クリスマス ・パーティは、 シカゴの 日本領事館に勤務 されていた中根献二邸で盛大 に行われ

た(図5)。 シカゴでは、戦争花嫁 を含む新移民は、戦前か ら来 ていた移民 とのつなが りはほ

とんどな く、孤立 しない ようにと中根夫妻は コスモクラブを立ち上げた。安冨成良が シア トル

でイ ンタビュー している 日系二世に嫁いだ 「戦争花嫁」 は、「戦争花嫁、 とい う頭 が 日系人会

の人たちにはあったような気が します。あの頃は領事館 の方 を招待 して もい らっしゃて くれ ま

せ んで した よ。 日系の一世 の方、二世の方には戦争花嫁 に対する偏見があ りま した。今は随分

変 わった と思 います よ」(安 冨、2010:25)と 述べ ている。 日本のマス メデ ィアが作 り出 した、

パ ンパ ン、オ ンリー と呼ばれた売春婦、イコール戦争花嫁 とい う偏見が濃厚であった時代、 日

系人か らの差別のほうが、非 日系か ら受 ける差別 よりも大 きかった ことを安冨 は指摘 している。

古 くか ら日系社会が築かれていた シア トルでは、 日本の領事館の人です ら、「戦争花嫁」 との

かかわ りを避 けていたことがわかる。 日系社会が どの ように、当該地域 で形成 されて きたかで、

日系社会 と戦後の 「国際結婚」 をした 日本人女性 とのかかわ りは、異なったものであった可能

性があるといえよう。

　 中根氏 は、 日本人移民にアメリカの市民権が取れるように帰化講座 の講師 も勤 めてい る。前

述の 『シカゴ日系百年史』 に掲載 されている写真に、中根献二氏 と日本 人女性お よそ30人 の写

真が 「晴 れて米国市民 に。帰化講座の講師中根献二氏 とともに合格 者一同。1954年 に撮影。」

というキャプシ ョンとともに掲載 されている。戦争花嫁だけでな く、一世 で帰化 で きなかった

人々も含 まれるのであろう。 ご年配の女性、男性 も含 まれている。 中根夫妻 はこの ように、シ

カゴに きた 日本人女性花嫁 たちのアメリカ社会への適応 と相互扶助の ネッ トワー ク形成 には欠

かせない人物 であった。おそ らく、強制収用所か ら解放 された 日系人が新天地 を求めてシカゴ

へ流入 して きたが、その新 旧の橋渡 しも中根氏 は していたのではないだろ うか。後述す るよう

に信子 さん は余裕が なか ったシカゴ時代 ではな く、経済的 にも時間的 にも余 裕がで きた仏 で

帰化 している。

　 中根夫妻が シカゴへ きた 日本人花嫁 を迎 えて互いに親睦をはかったとい う慈善活動 コスモ ク

ラブの写真(図5)を みてみ よう。左側後方の壁の前 に立っている男女が中根夫妻である。総

勢20人 ぐらいの女性がいる。平均年齢、27、8歳 ぐらいではないか と信子 さんはい う。その な

かで、やは り20歳 そ こそこの信子 さんは最年少である。皆、着飾っている。化粧が濃 く派手 な

衣装の女性 たちは、 日本では水商売をやっていた人だそ うだ。黒人兵 と結婚 した 日本人女性 が、

2、3人 いたが、その人たちは幸せだった とい う。パーテ ィが終るころには、夫が車で迎 えに

きて くれて、夫の両親 もよ くして下 さるとのことであった。

　 「ここに、来 られ る人は、 ま しなの よ」 と信子 さんはい う。「ここに来 られない人」 も大勢

いた とい うことだ。「ここに来 られる人」たちの出身地 も多様であった。「血筋が しっか りして
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いるのは、 この人だけ」 と指差 した女性 は、父親が外交官で結婚前か ら英語がで きた ようだ。

二世 と結婚 した人 も数人いる。家具で成功 した二世 と結婚 した人。 シカゴで不動産 をした二世

と結婚 した人は、信子 さんよ り、7、8歳 年上であったが とて もかわいが って もらった とい う。

離婚、再婚 を2回 した女性 もいた。 日系二世 と結婚 した花嫁の数は、 さほ ど多 くない。

　飯 沼夫妻 は、戦争花嫁 たちの アメリカ社会適応 をうなが した中根夫妻 を中心 とす るネ ッ ト

ワークと、 日系社会、 さらには、 日系の クリスチ ャンのネッ トワークのなか にあった。 この コ

スモ クラブのおかげで、義理の姉夫婦 の家か ら、家の 目の前に託児所(ナ ーサ リー)が ある 日

系人が多 く暮 らす アパー トに引っ越すことがで きた。その建物の オーナーは 日本人であった。

カ トリック系のロ ヨラ大学の近 くで、 ミシガン湖が東 に位置す る。 さらには、大学 に通 う星光

さんを支 えるため、子 どもが生 まれ るとす ぐ託児所に預け、 日系二世が経営す る印刷工場 に信

子 さんはアルバイ トの職 を得 る。

4.最 低賃金の仕事 と基盤 づ くりとい う希望

　 「よほ ど、印刷関係には縁があ るのね」 というアルバ イ ト先の印刷工場で製本作業を した。

託児所の近 くの家は、 ロヨラ大学の近 くであったが、印刷所 は、 シカゴの南の黒人が多 く住む

地域 にあったため、怖かったそうだ。ハワイの二世が5人 ぐらいいて、作業は 日本語で教 えて

くれた。 とて も親切 に して くれたという。夜 のシフ トは人数が少な く、5～6人 ぐらいだとい

う。真夜 中の12時 になると、車で星光 さんが迎 えにきて くれた。

　信子 さんの時給 は、「忘 れ もしない、当時の最低賃金 の1ド ル25セ ン ト1」 であったと鮮明

に記憶 している17)。信子 さんは朝、星光 さんを大学へ送 りだす と託児所 に子 どもを預ける。託

児所 は朝の7時 ごろか ら夕方6時 ごろまで預かって くれたのだそ うだ。午後、大学か ら帰宅す

る星光 さんは子 どもを迎 えに行 く。子 どもたちに食事 を食べ させ、お風呂にいれ、寝か しつ け

るの も星光 さんである。一方、信子 さんは、子 どもと夫がいない間に家事全般 をこなす。信子

さんを車で星光 さんが アルバ イ ト先の印刷所へ送 り、そこで16時 か ら24時 の7時 間働 く。週5

日で、週43ド ル75セ ン トになる。星光 さんは、従軍 していたためG・1ロ ー ンが月160ド ルある。

だが、月60ド ルの家賃 を支払 い、学費や ら、本代な どを支払 うと手元 には残 らない。信子 さん

の稼 ぎは、ほとんど生活費に消えた。

　 シカゴ時代が一番苦 しか った という。何が苦 しかったのかを聞 くと、「経済的 に」 と即答が

かえって くる。つ ま り、異文化適応 に戸惑った り、郷愁など、 日々の生活に追われるなかで感

じる暇 もなかったとい うことだ。5ド ルの映画に行かなかったエ ピソー ドは、基盤づ くりとい

う目標 に向かって生活す ることへ の 「希望」が、彼女 を支 えていた ことを物語 る。

17)ア メ リ カ労 働 省 の ホ ー ム ・ペ ー ジ に よる と、 連 邦 最 低 賃 金 制 度 は 、1938年 のFLSA(Fair　 Labor　 Standards

　 Act　of　1938)、 す な わ ち 公 正 労 働 基 準 法 に基 づ い て 導 入 さ れ た。38年 の 最 低 賃 金 は 時 給25セ ン トで あ っ

　 た が 、 そ の 後 、 幾 度 も改 正 さ れ て い る。1956年 に1ド ル とな っ た。 信 子 さ ん の 時 給 は ほ ぼ 連 邦 最 低 賃 金

　 に近 い が 、 シ カ ゴ と い う土 地 柄 と夜 の シ フ トで あ る こ と を考 え れ ば、25セ ン ト高 い の も妥 当 で あ ろ う。

　 wwwbls.gov/opub/mlr/1987/06/art4full.pdf　 Smith,　R.E.　and　Vavricheck　 B,1987,"The　 Minimum　 Wage:

　 Its　Relation　to　Incomes　 and　Poverty"
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　映画 「君の名は」が、 シカゴで上映されることになった。 アパー トに暮 らす 日系や 日本人の

友人か ら誘われた。夫 も、「行けば?」 と言 って くれたが、行 きたい とは思わなかった とい う。

映画が5ド ルであったかはともか く、このエ ピソー ドで、強調 されるこ とは、なんとして も夫

にエ ンジニアとしてのデ ィグリー(学 士の資格)を 取 って、安定 した職業 についてほ しい とい

う 「希望」 のために頑張 ったのだ とい うことにある。

　大学 を中退 している信子 さんには、アメリカの大学を夫に卒業 して もらうことこそが、その

後の安定 した生活 につなが るという見通 しがあった。 しか も、大卒であるかが重要 だとい う体

験 を星光 さんはす る。星光 さんは、9月 入学 に間に合わなかったので、1月 にイ リノイ州立大

学へ入学 している。その間シカゴのモー トロー ラー というテ レビを作 る会社でアルバ イ トを し

た。その会社のエ レベー ターが人種ではなく、ホワイ ト ・カラーか、ブルー ・カラーかで分 け

られていた ことにシ ョックを受 けた。軍隊 では人種で差別 される ことを味わ った。会社 では

「色」ではない 「カラー」で差別 されることを知 ったのである。

　星光 さんはわずか3年 余で多 くの単位 を取得 し、卒業 を している。 日本での生活が長かった

星光 さんに、すべ て英語での大学の授業は難 しくなか ったのか と質問す ると、「別 に。数学 な

んて、英語、関係 ないか ら」 と涼 しい顔 をす る。おそ ら く日本 での数学 の水準 は戦前で も高

か ったのであろう。英字新聞 にも、 日本語の新聞に も目を通す星光 さんは、完璧 なバ イリンガ

ルである。

　で は、当時珍 しい女子大生で あった信子 さんはさぞ英語 は得意であ った ろう と質 問す る と

「全然1　 英語 なんか大嫌 い1」 という。 日系社会の中に組 み込 まれた信子 さん は、アルバ イ

ト先の印刷工場で も日本語で会話 していたそ うだ。

　信子 さんは、誇 り高 き人である。 もっ と稼 げる仕事はなかったのか と水 をむけてみ た。家政

婦がで きるな ら、いいほうなのだ とい う。おそら くこれは英語がで きるこ とが条件 であ ったで

あろう。 ウエイ トレスの仕事 も、チ ップをもらえるぶん稼 ぎは よくなる。 だが、その当時 ウエ

イ トレスは、水商売 に限 りな く近い仕事 であるとみなされていたようだ。誘 われたがそんな仕

事 はで きない とことわった。最低賃金に近い1ド ル25セ ン トに誇 りをもって働いていたことが

わか る。

　サ ンフランシス コのベ イ ・エ リアに居住する 日本人女性移民の3つ の世代、すなわち、一世、

二世、戦争花嫁 を、家事労働 とい う視点か ら分析 したアメリカの 日系二世の社会学者エ ヴァリ

ン ・グレン ・ナ カノ(Glen　 Nakano,1986)は 、一世の女性が 白人家庭 にメイ ドとして働 くこ

とがで きた場合、二世である娘 もメイ ドをする可能性が高いことを示唆 している18)。一世たち

18)ナ カノは、表3「1940年 における4つ のシテ ィにおける二世 と一世女性の家事労働業」のなかで、強制

　 収容所 に日系人が入れ られていない1940年 のサ ンフランシスコでは、実に労働市場 にある 日系女性の

　　うち、一世は50.4%が 、二世では56.7%が 家事労働業に従事 していることを示 している。戦後になると、
　 表8で は、アメリカ生まれの 日本人女性がプライベー トな家事労働業についている割合は一世 を含む45

　 歳から64歳 コーホー トでは、12.7%、 主に二世の35歳 か ら44歳では、6.6%、 さらに若い25か ら34歳 では、
　 2.3%へ と日系人の家事労働従事者が減っていることがわかる。 しか し、同 じ1960年 に20歳 から35歳 まで

　 の戦争花嫁が主流 をしめると外国生 まれの 日本人女性がプライベー トな家事労働業についている割合 は

　 7.7%に とどまる(Glenn　 Nakano,1986)。
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は、娘や息子 に教育熱心で、 日系二世は学歴 もあるが、人種 とさらに女性 の場合 はジェ ンダー

とい う二重のマイノ リテ ィ構造に より、「女性の仕事」 とされる職業 につ く傾 向があ る。ただ

し、G・ ナカノの 日系二世女性 インフォーマ ントは19人 で、帰米7人 を含んでいるが、1901年

生 まれか ら1937年 生 まれ とい う四半世紀の幅があ り、 日本の敗戦 当時40代 半ばか らまだ十代に

達 しない女性の二世が含 まれる。7名 の帰米の うち4名 は帰米男性 と婚姻 しているが、戦争花

嫁の配偶者に帰米二世の男性が含まれていたか明確にはされていない。帰米の男性 と結婚 した

4人 の うち1人 は一世の帰米男性 と結婚 している。12人 の戦争花嫁のイ ンフォーマ ン トは1930

年生 まれか ら1944年 生 まれ と15年 の幅であることを考慮す ると、二世研究 は出生 コーホー トに

よって大 き くことなることは充分に留意すべ きであろう。

　 G・ ナカノは、帰米はアメ リカ文化への適応は低 く、ブルー カラーの仕事につ きやす く、帰

米ではない二世はホワイ ト・カラーの仕事 を得ると述べている。飯沼星光 さんの場合、幼少期

か ら長期間に 日本に暮 らしていて も、アメリカに帰国後、大学 を出てホワイ ト ・カラーになっ

て い る。G・ ナカノの研究 について、信子 さんに意見を きくと、「偏見でみてはだめ。事実 を

みない と。帰米だって優秀な人は多い。」 とのことであった。

　 G・ ナカノは都市部か ら渡米 して きた戦争花嫁 は、学歴があるにもかかわ らず、その学歴に

見合 った仕事 に移動後は就職で きなか った り、夫の階級が、 自分の父親の階級 よ りも下が る傾

向があることに着眼 している。「矛盾 した階級移動」(パ レーニ ャス)と して知 られ るこの現象

に、信子 さん もあてはまるといえよう。 だが、それは夫の社会的階級を確保 し、 よ りよい基盤

をつ くるためには、 目先 の5ド ルに 「甘 んじない」姿勢 を貫いただけである。実践女子大学時

代 は、サ ラリーマ ンの月給以上の仕送 りをうけていた信子 さんが、最低賃金 に近 い時給1ド ル

25セ ン トの仕事に、み じめさを感 じたことはないのか と聞 くと、「目先のお金で、 だんなさん

たちは植工です よ、ブルーカラーで。そんなのに甘ん じてはいないよ、私 はと思 って。ハズバ

ン ドが大学 をきちん と出て、 ちゃん とした基盤を もつため。(映 画 に行 けることを)な ん にも

羨ま しいことはなかった」 ときっぱ りと言い切った。

　軍用船 に乗 り込む際、横浜の埠頭で信子 さんの父は娘 に 「標準 に甘ん じることな く、その水

準 を超 えることを目指 しなさい」 と餞の言葉 を述べた。娘 は、異 国の地で、標準以上 を目指す

ための努力 を惜 しまなかった。尊敬す る父は、1955年 長男が生 まれた後 に、肺が んで亡 くなっ

た。信子 さんがアメリカに来て3年 目のことであった。

N.ロ サンゼルス時代

1.標 準以上の生活 とホーム シック

　イ リノイ州立大学か ら転校 し、イ リノイ工科大学で電気工学 を学んで星光 さんは卒業 した。

ノースロ ップ社 に履歴書(CV)を 出 した ことを星光 さんのい とこが知っていた。飯沼家 の親

族ネ ッ トワークの、社会 的階級の高さは特筆すべ きだろう。当時、エ ンジニアはまさに金の卵
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でひっぱ りだ こ状態であった とい う。1958年 にシカゴか ら西海岸 ロサ ンゼルスの現在 も日系人

が多 く暮 らすガーデ ィナーへ引 っ越すが、その料金まで ノース ロップ社が 出 して くれたのだそ

うだ。 プリマ スという青い中古車 を600ド ルで買 って、 シカゴか らLAま で を結 ぶアメリカの大

動脈 ヒス トリック ・ルー ト66を、4日 間星光 さんが運転 した。ガーデ ィナーか らハイ ・ウェイ

にさしかかる付近 を車で走る と、星光 さんは 「ここは昔おばが住 んでいた ところ、湿地だった

ねえ」 という。マルカイとい う大 きな日系のスーパーにはほとん ど日本のスーパー と変わ らな

い品揃 えであった。

　 ノースロ ップ社 は、現在、ノースロ ップ ・グラマ ン社 となっているが、 ステルス戦略爆撃機

B-2初 飛行か ら20周 年 を迎 えたアメ リカの防衛関連産業 の雄である。星光 さんは1977年 ごろ

UCLAの 大学 院で修士号 をとっている。エ ンジニアリングを専攻 し、会社 がお金 を工面 して く

れた。授業料は70ド ルであった とい う。その後 も、アメリカの航空機会社や軍需関係のエ レク

トロニクス企業 で活躍 した。つ ま り、星光 さんは 「ただのサ ラリーマ ン」 ではな く、高給取 り

になったのである。 さらに、LAの ウエス トコース ト大学では、週2回 、数学 の助教授 を務 め

るなど、地域貢献 も重ねて きた。

　一 方、信子 さんは、砧 で 日本の商工 会議所が 開 く1ク ラス40人 の帰 化学校 へ 通 った後、

1959年 にアメリカへ帰化 し、運転免許 も取得 した。子 どもは優秀(図6)で 、英語に困ること

もな く、学校か ら呼び出されることもなかった とい う。

　ホームシックにかか らなかったのだろうか。高知新 聞に1984年4月 か らほぼ月1回 ペースで

信子 さんが連載 した 「ロスの 日系家庭か ら」が、 『アメリカ ぐらし　照 る 日 ・曇 る 日』(淡 交社、

1987年)と して単行本になっている。84年 はロサ ンジェルスでオ リンピックが 開催 された年で

もある。85年5月 に書かれた文章のなか に 「私 も確かに、渡米後七、八年の ころには、 ホーム

シ ックに悩 まされ、 どんなにか 日本へ帰 りたかったか。その聞に父 も亡 くな り姉 も亡 くなって、

いやが うえに も望郷 の念 はつの った」(飯 沼、1987:88)と ある。亡 くなったのは、結核 にか

かっていた次女 の千恵子姉 さんである。 シカゴ時代 は、生活 に追われていた信子 さん も、LA

で父が望んだように標準以上の生活が手 に入 り、子 どもたちが小学校へ通いだ し、 自らも米国

市民になったころ、 ホームシ ックに悩 まされたことになる。そんな信子 さんが 日本へ18年 ぶ り

に帰国 したのは大 阪万国博覧会の翌年であった。

　 アメ リカ生 まれの星光 さんにはホームシックはないの だろうか。朝、ひっ き りな しに電話

が かか って くる。星光 さんは電話 の音 を聞 きなが ら 「僕 じゃない。僕、 あ ま り友達い ないか

ら。」 とポッネンとい う。会社 の元同僚 とは会わないのか と聞 くと。「たまに、 ゴルフしに行 く

よ。で も、親 しいのは皆 アルメニア出身のひとたちだけ どね。」 と答 えた。信子 さんによると、

会社で夫は、白人の尊敬 を得ていた と思 うという。反面、あ まり強 く主張 しない星光 さんにイ

ライラす るという。収容所 に入れ られた 日系二世たちは 「シカタガナ イ」「ガマ ン」 とい う言

葉を親たちか ら言われ、育 って きた。星光 さんは収容所 に入れ られたわけで はないが、その謙

虚さは、 日系二世特有の ものか もしれない。幼少期か ら高校 までを高知 で過 ごした星光 さんに
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とって、胸襟 を開いて話せる友達 は、皆高知 にいるとい う。 日本 を訪問す る度、高知では星光

さんを中心 に同窓会が開かれているようであった。

　戦間期を生 き抜いた人 というのは、運 もあるが、生命力がある。飯沼家の朝は しっか り食べ

る。 日替 わ りでベ ーグルや、 フレンチ ・トース ト、お野菜、ベー コン、卵 がつ く。卵料理 を

信子 さんは好 きではないので、「あんた も、 いる?」 と、卵好 きの星光 さんが作 って くだ さる。

茶碗洗い も、 ゴミ捨て も、たんたんとこなす。星光 さんの家庭菜 園か ら胡瓜や茄子、 トマ トが

食卓をか ざる。家庭菜 園を荒 らす小動物が、罠にかかっているか どうかを見るのが、朝の 日課

だ。罠 にかか った リスをスーパーの駐車場で放 してやっていた。信子 さんの うんざ り顔 をよそ

に、星光 さんはお昼 に 「ハ ンバーガー食べたい1　 あんた も、食べる じゃろ?」 と筆者 を誘 う。

ハ ンバー ガーシ ョップに行 く道すが ら、 ヒスパニ ック系の女性 がベ ビー ・カーを押 し、幼い子

どもの手 を引いていた。星光 さんは、 ヒスパニ ック系の移民たちは子沢 山であることを教 えて

くれた。かつて写真花嫁 も子沢山だと見 られていたが、戦争花嫁 の時代 になると、子 どもの数

は、それほ ど多 く産んでいない。かつてガーデニ ングは日系人の仕事 の一つであったが、現在

はヒスパニ ック系が している とのことだ。

　謙虚で も星光 さんは 日系帰米二世の出世頭である。1984年 か ら南加高知県人会 の会長に度 々

選 出 され るな ど、 カ リフ ォルニ アの 日系 人社 会 とのつ なが りは深 く人望 も厚 い。2010年 は

NHKの 大河 ドラマで 「龍馬伝」 を放映 していた。　LA龍 馬会の会長の星光 さんは、 ドラマの時

間になると信子 さん と、「どうして龍馬が この人(主 役 の福山雅治)な のかねえ」 な どといい

なが ら見ていた。

　 イラス トレーター角谷やす ひと氏 による龍馬の イラス ト展 を西本願寺堕 別院で開 く段取 り

な ど、夫婦 して出かけることが多い。 日本人の同年代 に比べ ると、社交性 は高 く、交際範囲 も

広 い。飯沼家 は夫妻 を慕 って 日本人留学生 も遊びに来る。 また、裏千家のお茶 を 自宅の茶室で

教室 を開いている信子 さんには、 日本人だけでな くユ ダヤ系 アメ リカ人 も熱心 にお稽古 に来て

いる。夏であったので、全員浴衣姿で、お手前を披露 して くれた。飯沼夫妻のため に、わざわ

ざマ グロを届 けて くだ さった 日本人女性 は、大連生 まれだ とい う。 日系 人ネッ トワー ク、県人

会 ネッ トワークとのつなが りがあ り、孫の リサ さんとはボーイフレンドぐるみで食事 をす る。

だが、シカゴの ような戦争花嫁 ネッ トワー クには属 していない。 日本 とのネッ トワー クの中で、

年 に何 回か 日本を訪れるが、帰 る場所は、アメリカである。

2、 『二つの祖国』一執筆活動のきっかけ

　1984年 のLAオ リンピックの前後 に高知新 聞に 「ロスの 日系家庭か ら」 を執筆す るこ とにな

るが、その連載の きっかけは、山崎豊子の作品 『二つの祖国』(単 行本 として1983年 に新潮社

か ら出版。1984年 、NHK大 河 ドラマ 『山河燃 ゆ』 として ドラマ化 された。)に 対す るアメリカ

日系社会の反応 を伝 えたかったか らだ とい う。 日系帰米二世でLAの 日本語新聞社 の記者 ・天

羽賢治を主人公に、太平洋戦争 によって 日米二つの祖国の問でゆれる悲劇 を描いた作品である。
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信子 さんによれば、 日系人に二つ も祖国はない。祖国はアメリカなのだ という。

　信子 さんは、その後、本 を出版 して くれた淡交社の副社長臼井 史朗氏 の紹介で1990年 に 日本

ペ ンクラブへ入 る。そこで、作家早 乙女貢氏に 「野口英世の妻はあばずれだったってい うじゃ

ない?　 飯沼 さんアメ リカにい るんだった らやってみた ら?」 といわれ、そんなはず はない と

野口英世の妻の研究に没頭す るようになる。全米 を自費で飛び回 り、完成 させたのが 『野口英

世の妻』(新 人物往来社、1992年)で あった。野口英世のお墓参 りを した とき、高峰譲吉 の立

派なお墓 を見 て、次は高峰譲吉研 究に邁進 し、翌年には 『高峰譲吉 とその妻』(新 人物往来社、

1993年)を 出版す る。信子 さんが新婚時代 を過 ご したシカゴは、高峰ゆか りの地で もある。

　文字通 り全米を西に東 に北 にと奔走 している。子 どもも夫 も信子 さんのや りたいこ とに何 も

反対 はしない。信子 さん はふ と 「日本で 日本人 と結婚 していた ら、 こうはなってない と思 う

よ」 とい う。 どうなっていた と思 うか をたずねると従順な普通の主婦 になっていたのではとい

う。向田邦子の ように出版社 に勤めた とい うことも、山崎豊子の ように新 聞記者の経験がある

わけではない。 しか も、執筆活動の開始は50歳 を過 ぎてか らであ り、主な作 品は60代 、70代 に

集中している。

　行 きたかった国文 をあ きらめ、実践女子大学在学中に星光 さん と知 り合い海を渡った信子 さ

んは、いったい、いつ どこで玄 人肌の文章を書 く素養が身についたのであろ うか。小学校の時

分、「石 田に行 った事」 とい うタイ トルの信子 さんの綴 り方(現 在の作文)は 、静 岡県東部地

区で入賞 をした。高校時代 には当時の文部省の役人が授業参観 に来た際、作 文を朗読 させ られ

たそ うだ。信子 さんの文章 には人を惹 きつけるものがあったに違いない。 また、印刷業 を営む

父は、信子 さんが父宛 に書いた手紙 に添削 をして、すなわち朱入れ をして返 して きたそ うだ。

父が読んでいた文芸春秋を手 にとって 「いつか、こんな雑誌 に文章が掲載 された らいいなあ」

と夢みた少女時代 であったが、それは正夢になった。

　標準以上に稼 ぐ夫 と夫の理解、標準以上の好奇心 と行動力が なければ、 ノ ンフィクシ ョン作

家飯沼信子は誕生 しない。2006年 には旭 日単光章を叙勲 した。

おわ りに

　高峰譲吉 を筆者の友人であ り俳優 である串間保主演で舞台化 された2008年 、新宿 の紀伊國屋

ホールで飯沼信子 さんに初めてご挨拶 をした。その後、来 日される度 にラポール関係 を築 き、

ご自身について も書いて欲 しいと打診 したが、信子 さん自身の書 きたい ものが優先 され る。そ

こで筆者がライフ ・ヒス トリーを聞 き、書 くことになった。高峰譲吉が取 り結 んで くれた縁 に

違いない。

　帰米二世 と結婚 を し、1953年 に渡米 した飯沼信子 さんのライフ ・ヒス トリーか ら、性急 な結

論 を導 き出す ことが 目的ではない。帰米二世 との婚姻 についてあ ま りにも先行研究が少 なす ぎ

るか らだ。 あ くまで も、一つのケース として今後の研究の比較の対象 となることを願ってや ま
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な い 。

付記

　本研究 は、京都女子大学 よ り平成22年 度研 究経費助成(研 究代 表者嘉本伊都 子 〈「戦 争花

嫁」の ライフ ・ヒス トリー研究一飯沼信子 を通 して一 〉)を 受 け、2010年8月30日 か ら同年9

月10日 まで飯沼邸 に投宿 させて頂 きなが ら、聞 き取 り調査 を行 った。その成果は、2010年10月

30日 に開催 した現代社会学部公開講座 「なぜ花嫁は海 を渡 るのか～ 日米間の 〈越境結婚〉 を通

して」で一般市民 にもフィー ド・バ ックをしている。

飯沼 ご夫妻 に感謝の意 を表 します。あ りが とうございました。
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